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１．世界の主要海洋石油開発マーケット

① 北海：
成熟化し小型サブシーが主

④ ブラジル：
国営石油開発会社を中心に
大水深海洋開発が急激に推進
３０００ｍへのチャレンジ

② 西アフリカ：
歴史的には新しいが、
近年巨大プロジェクトが活発

③ メキシコ湾：
BP事故以来低迷
80年代後半より開発加速
世界最先端技術適用

⑤アジア 太平洋州：
大水深マーケットは小
豪州ではサブシー案件多
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２．浅水域における開発例
海洋石油・天然ガス生産施設

CPP : Central Processing Platform

WHP : Wellhead Platform

LQ : Living Quarter
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URF（Umbilical, Riser, Flowline）；
生産ガス・石油の移送設備

Subsea Production System（SPS）；

海底に設置される生産設備

Host Facility；

生産ガス・石油の洋上一次処理

及び貯蔵・出荷設備

（FPSOの他 TLP、FPUなどの浮体）

３．サブシーシステムによる海洋石油・ガス開発
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プロジェクトの典型例（その1）
Flex Pipeline Project ← FPSOを使う原油開発の典型的な例

Flexible Pipe

Flexible Pipe Reelに巻かれたFlex Pipe

Flowline、Riserともに
Flexible Pipe

４．大水深海域における開発例
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プロジェクトの典型例（その2）
Rigid Pipeline Project(Export PLを含むケースあり） ← ガス開発に多い

Rigid Steel Pipe

SCR: Steel Catenary Riser

Flowline、Riserともに
Rigid Pipe

Export Pipeline
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Rigid Pipe主体 + Flex Project ←長いFlowlineを伴うFPSO使用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ,等

プロジェクトの典型例（その3）

Rigid Steel Pipe

Flexible Pipe

Riser Base

Dynamic Riser

MainのFlowlineはRigid Pipe、
RiserのみFlexible Pipe
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５．大水深海洋開発への投資額（建設費）の推移
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出典：Douglas-Westwood

2014年：36.5B$（約4.5兆円）

2005年から2014年の10年で倍増
アフリカ、南米が主であり増加傾向
北米、欧州は減少傾向
アジアは5%程度

地域別マーケット

部位別マーケット

プラットフォーム＆パイプライン ： 約50%

サブシー機器＆海底坑井 ： 約50%


